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    簡単！ 安価な汎用フィルムが機能性フィルムに 

表面微構造を制御した汎用フィルムの新展開 

技術分野分類   5402：高分子・繊維材 

技術キーワード  高分子・繊維加工 

産 業 分 類  １８：プラスチックフィルム製造業 
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概  要 

 

完全延伸前のオレフィン系フィルムに印刷等で樹脂（インク・塗料等）を表

面コートし、その後下地フィルムごと延伸することによって、表面樹脂にμm

単位前後のクラック等の微構造を効果的に発生させる技術を開発した。この技

術を応用し、表面樹脂の微構造（クラックや形状）を制御することによって、

親水性や撥水性等、特異な表面特性を有する機能性フィルムを開発できた。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

フィルム表面へのμm 単位前後の微構造加工は、レーザー加工や微構造を有

した精密金型の転写等がある。これらの技術では精密加工は可能だが、生産性

が遅く、加工コストが非常に高いこと等、汎用フィルムには適用しにくい技術

である。これに対し本技術は、精密加工性は劣るものの、既存のフィルム加工

技術だけで、極めて低コストで機能性フィルムを作製できる技術となり得る。 

本技術の 

有用性 

本技術の最大の有効性は、安価な汎用フィルムを使用し、既存の印刷・フィ

ルム加工技術だけで、簡単かつ低コストでフィルム表面に様々な微構造を作製

でき、その特性を利用した機能性フィルムが作製できることである。 

１．開発した微構造パターン：ネット、ライン、ポーラス、レンガ、ドット等 

２．１を応用した機能性：水展開性、両親媒性、涼感性、水跳性等 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
１．両親媒性フィルム →親水・撥水等、表面親和性制御可能 

２．涼感フィルム →親水化して水膜作製、気化熱と熱線カットで涼感効果 
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